	手 順 書  －ダムを・ダムから考える　ムダな話？－     　　       プロジェクト　リンクス



	プログラム名称


ダムを・ダムから考える　ムダな話？

	プログラムの目的


・ダム問題を切り口に、環境破壊のメカニズムについて考えるきっかけを得る。

・対案や提言作りを通して、問題のつながりや市民参加について考えるきっかけを得る。

	プログラムの概要


　ダムについて簡単な説明や背景の問題など紹介の後、ワークシート「ダムに関する十五の呪」をもとに、各自、ダムに関連する問題のうち、何が重要かを考える。次に、各グループでダムと関係してどんな問題があるか、何が重要かを話し合う。続いて各グループで最重要と選んだ項目に対して、各【グループ課題】等を参考に提言や対案を考える。結果を発表後、実習のふりかえりと市民参加の事例紹介を行う。プログラムの流れと使用資料は、【オリエンテーション資料(Ⅰ−①−a)】を参照のこと。
	プログラム作成の視点


１．「ダムはムダ」と反対する人も多い。「ムダという仮説」に立って、「ムダだと分かっているになぜ造られようとするのか」を問う内容をワークショップ形式で行う。

２．一方で、「ダムは必要」という考え方の方と議論できる枠組みを目指した。

３．「不要」「疑問」「必要」いずれの意見であっても、対案や対策提言を考えて論理的に話し合う。

その前段階として、論点を整理し、重要なテーマから解決することを目指した。

４．身近なことから地球環境問題まで、あらゆる関心や社会的問題に対する取り組みと、ダムや水との関係・問題の共通性等を考える枠組み、地球全体の持続性との関係までも考慮することを目指した。

５．具体的ダム像が分かるように、安威川ダムの例を用意した。（府県管轄で、典型的な大型の多目的ダム例として）なお、２００５年８月に一部計画縮小したが、プログラムの性格上それ以前の計画を資料として提示した。計画縮小後の資料は【追記資料(利水縮小)】を用意した。

	このプログラムの特徴


　このプログラムは、「関連する様々な問題をリストし、その重要性や緊急性を判定し、最重要なものからその対策・対案を考える。次に、その対策を比較・検討し実施し、評価・再検討する。」という一連の合理的な取り組みを前提にしている。実際のワークは、「重要度討議」と「対案・提言の作成」の２つから成り立っており、前者を短く、後者にやや時間を取る方法を例示した。リナックス型環境共育開発プロジェクトの趣旨の通り、公開・例示したプログラムは、自由に改善・展開してご使用できます。対象や時間などの実施の枠組み、主催者側の問題意識によって、２つのワークを独立に実施したり、問題（「呪」の項目）を入れ替えたり、各項目（「呪」）の【メモ】等に様々視点を加えたりするなど、様々な変更が可能な汎用性が特徴です。これらの変更・応用を通して、自分の問題意識と、ダムとの関係を考え直すきっかけになれば幸いです。

　

	対象者


・高校生以上、数人～数十人　（一グループ、５～７人程度）

・ダムについては知識がなくても良いが、様々な社会的問題に関心の有る層がある程度含まれることが望ましい。
	プログラムの流れと使用資料


　形態：全→全体　グ→グループ　個→個人
	時
間
	項目
	学習内容
	形態
	学習シート

	
	
	
	
	配布・提示等
	メモ

	5
分
	Ⅰ．オリエンテー　　

　　ション
	①趣旨と流れの説明
	全
	a.オリエンテーション資料
	

	10
分
	Ⅱ．ダム問題概説
	①ダム問題の基礎知識
	全
	a.ダムについて／概説
	

	
	
	②ダムに関する論点整理

（安威川ダム）
	全


	a.ダムについて／主な論点

・参考資料(*1)
	

	
	
	
	
	
	

	50
分
	Ⅲ．ワーク①

「ダムに関する十五の呪い」

（重要度討議）
	①問題提起
	全
	a.問題提起
	

	
	
	②｢十五の呪い｣重要度選択
	個
	a.重要度選択シート

b.十五の呪い概説
	記入後

	
	
	③重要度討議

結果記入
	グ

全
	a.十五の呪い課題Ⅰ

b.十五の呪い集計票

c.結果記入シート
	各グで1

各グで1

全で１

	60
分
	Ⅳ．ワーク②

「ダムに関する十五の呪い」

（対案・提言作成）
	①グループテーマの確認・

討議
	グ
	a.十五の呪い課題Ⅱ

b.グループ課題（A〜0）
	各グで

A〜0選択

	
	
	②発表
	全
	a.追記資料

b.参考資料
	発表後

	10
分
	Ⅴ．小講義
	①事例紹介
	全
	a.ダム問題市民参加事例紹介
	

	15
分
	Ⅵ．ふりかえり

まとめ
	①まとめ
	個
	a.個人の意見まとめ

b.ふりかえり用紙(*2) 
	

	
	
	②補足
	全
	a.出題者からのコメント


	


· １：必要に応じて配布・提示
· ２：必要に応じて使用。（手順書参照）
	プログラムの手順


〔用意する物〕
白(黒)板／結果記入用、模造紙・マーカー・サインペン等セット(グループ数)、メモ用紙 

〔事前準備〕

１グループ５～７人程度のグループに分け、グループ毎に作業できるよう机を配置した席にしておく。その場合、安威川ダムのパンフレットやNGO側の資料（【ダムについて／概説(Ⅱ-①-a)】の《参考資料》など）が入手できていれば、各テーブルに置き閲覧できるようにしておく。【オリエンテーション資料(Ⅰ−①−a)】、【ダムについて／概説(Ⅱ-①-a)】、【ダムについて／主な論点（Ⅱ-②-a）】は、事前配布しておく。
Ⅰ．オリエンテーション　（約５分）

① 趣旨と流れの説明　《内容：【オリエンテーション資料(Ⅰ−①−a)】》

目的を確認（環境破壊のメカニズム、問題のつながりと市民参加を考える）し、プログラムの枠組み（もし○○が問題と仮定すると、どんな別の選択が可能かを考えるという枠組み）、プログラムの流れ（プログラムの流れと使用資料の表参照）などの確認。
Ⅱ．ダム問題概説　（解説　約１０分）

・大阪府の事業である安威川ダムを例に、大型ダムの問題・対立点を紹介する。
① ダム問題の基礎知識

【ダムについて／概説(Ⅱ-①-a)】を示し、ダムの目的（利水と治水）、および利水ダム（水を貯めておく）、治水ダム（水を貯めておかない）、多目的ダム（相矛盾する機能をもつ）、内水災害などの説明。

安威川ダムのパンフレットなどの行政資料、参考資料（推進側・反対側）を示し、多目的ダムの例として安威川ダムを紹介し、ダムのイメージをつかむ。堰き止めて水を貯める部分（ダムの底に沈む場所）、集水域（降った雨水を集められる場所）、洪水氾濫防止区域（洪水の被害が予想される場所）の紹介※。

※安威川ダムのパンフレットが入手できなければ、「安威川ダムはいりまへん府民の会」のホームページ　→計画概要の略図が分かりやすい（http://www.eonet.ne.jp/~no-aidam/）。
② ダムに関する論点整理

【ダムについて／主な論点（Ⅱ-②-a）】を示し、賛否（必要・不要）があることを説明する。

※周辺整備・移転や自然環境保全など、関連する問題も含まれる。
Ⅲ．ワーク①：「ダムに関する十五の呪い」（重要度討議）(説明･記入：約20分、ワーク:約30分)
① 問題提議　（約１０分）

【問題提起（Ⅲ①−a）】《ダム問題の背景を考える》を配布し、主旨や考え方の補足をする。

・ダムの賛否の背景には様々な問題があること。まずは、どんな問題が関係しているかを考える。

・本当は何が問題で、どうしたら、「より根元的な対処になるか？」考えるきっかけ。

　・賛成・反対を論じるわけではない。賛否に係わらず、何が重要か？
・本音の争点か？という切り口で考える。（公共事業一般の問題と考えると、防災計画トータルで考えると、都市農村格差と考えると、等々、どの問題がより重要か？根元的な問題か？緊急性があるか？など）

・自分が関われる・関われない、能力有無などは考慮しない！

②「十五の呪い」重要度選択　（個人作業　約１０分）
【重要度選択シート（Ⅲ-②-a）】「ダムに関する十五の呪い」を配り、各自、重要度《◎○△×など》、追記意見・自分の関心などをメモする。（他者と相談しない）
・下文はあくまで参考。ダム推進・反対どちらの立場でもかまわない。

・書き終える人が出てきたら、【十五の呪い概説（Ⅲ-②-b）】を配布し読んでおくよう指示。

【十五の呪い概説（Ⅲ-②-b）】の注意書きを確認する。（あくまで、議論の参考として、問題指摘の一例、各々のテーマ（項目）でどんな論旨をたて、賛否どちらを主張してもかまわない。

③ 重要度討議　（グループワーク　約３０分間）

各グループで、自分の意見（なぜ重要か！）やそれぞれの項目がどんな問題かを話し合う。

・【十五の呪い課題Ⅰ（Ⅲ-③-a）】を提示。　

注）妥協しないなどの注意事項確認する【話し合い上の注意点】。

・必要なら集計表を配布（各グループ毎に１枚）。使わなくても可。

※重要度を決めるのが目的でない。どんな視点があるかを理解する。他人の意見を聞く。
なぜ、この項目(テーマ)が関係するかなどの疑問についても話し合う。

④ 結果記入　（③の時間中）

合意が出来たら、話し合いの結果（各グループが選んだ項目）を板書する（表にする）。

または、【結果記入シート(Ⅲ-③-c)】に書き入れる。

時間までに決まらなければ、現状をそのまま記入する。

⑤〔任意〕結果発表後、ワーク②を始める前に、希望する項目別にグループを組み替えても良い。

　（自分が重要だと思う項目や話し合いたいテーマごとにグループをつくる。／１グループ数人）

※参考：重要度選択(個人作業)～重要度討議までのワークは、環境マネージメントシステムでいえば、予備環境調査から環境方針に盛り込むべき「重大」と分類された環境影響の認識に相当します。ただし、「環境影響」→「ダムに関係する問題すべて」と読み替えて考えます。サイトは日本全体を想定していますが、項目Ｍ（お金による他国支配）のようにサイト外で生ずる問題も考慮しています。

Ⅳ．ワーク②「ダムに関する十五の呪い」（対案・提言作成）
　（ワーク：約４５分、発表：約１０分）
〔準備物〕：各グループに模造紙１～２枚、マーカー(マジック)１セット、メモ用紙(裏紙等)配布。

① グループテーマの確認・討議

・主旨説明　（約５分）

　賛否にかかわらずもし○○が問題・重要と考えると、他にどんな方法があるかを考えてみる。

ダムや現行の制度の善し悪しは、仮想的な対案をつくってから比較検討を行う、シミュレーションの手順をふむ実習であること。

・確認事項：　各グループで最重要項目が合意できているかを確認する。

　→　・合意に至らない場合は、「今、何を話し合いたいか？」で決める。

　・メンバーの意思によってはそのまま重要性の議論を続けてもかまわない。

その場合、争点や「新たな知見」などをメモしておき、後に発表する。

・討議：　各グループで対案を作るなどの課題に取り組む。　（約４５分）
【十五の呪い課題Ⅱ（Ⅳ-①-a）】および、各グループが選んだテーマ（A～Oの項目）に該当する【グループ課題（Ⅳ-①-b）】を各自（またはグループ毎に１枚）に渡し、討議を開始する。

※対案に取り組むのは、１グループ１テーマでかまわないが、メンバー内で、思惑の違うなど、必要なら複数テーマ（A～Oの項目）課題を渡しても良い。

※必ずしも課題（対案）に取り組む必要はない。問題とするジレンマ等について話し合っても可。

ただし、議論になった場合は要点をメモしておくよう指示する。

・残り時間が迫ったらまとめ・発表準備を促す。

・模造紙に書き上げたグループから、壁に貼り付けてもよい。
② 発表：　対案の概要をプレゼンテーションする。（１グループ毎　２・３分～５分程度以内）
・配置：模造紙に書き上げるなどの成果物があれば、全員がそれを見えるように囲む。

・各グループが選んだ項目・順位とその理由、対案の概要をプレゼンテーションする。

・「成果物」がなくても可。話し合いの流れ・議論なった点・感想などを紹介する。青果物など

・【追記資料(利水機能縮小2005年8月) （Ⅳ-②-a）】、【参考資料（Ⅳ-②-b）】を配布。
・補足：「公的議論に参加する意義」「知らない人が参加する意義」など補足する。

※小講義への導入として。

Ⅴ．小講義　：市民参加の事例として「吉野川第十堰の運動」を紹介　（約１０分）
・【ダム問題市民参加事例紹介（Ⅴ-①-a）】（レジメ・資料）を配布し、市民参加の事例として「吉野川第十堰の運動」を紹介する。

Ⅵ．ふりかえり・まとめ　記入等（約１０分）
・【個人の意見まとめ（Ⅵ-①-a）】を配布し、各自、静かに記入することを指示する。

／【ふりかえり用紙（Ⅴ-①-b）】は必要に応じて上記の代わりに使用する※。
・【個人的意見のまとめ】を配布し、各自、静かに記入することを指示する。

・概ね書き終えたら、次に全体で希望者数名に感想など聞く（省略可）。

・補足資料【出題者からのコメント（Ⅵ-②-a）】配布。

「正解ではない！」が、「自分の正解を持つこと(自分がどう思うか)」が大切との確認で修了する。

※【個人の意見まとめ（Ⅵ-①-a）】は、主に話し合いの内容（コンテント）について、自分がどう考えたかまとめておくための道具です。一方、【ふりかえり用紙】は話し合いのプロセス（自分やメンバーの気持ちの動きなど）をふりかえるための道具です。あえて使用する必要はありませんが、使う場合は、最初に個人で静かに記入し、次に、少し時間をとって、グループ毎に、感じたことを分かち合います。その際、Ⅰ・Ⅱ・・・の各項目ごとに、読み上げる形で行います（議論しないで、感じたことを事実として記述的に述べる）。書いたことの中で、読み上げてかまわないことだけでかまいません（パスもｏｋです）。話し合いの中で、気まずくなるようなことや問題があったり、グループのコミュニケーションに焦点をあてたい場合はご利用下さい。

なお、【個人の意見まとめ（Ⅵ-①-a）】は一端回収して記録をとってもかまいませんが、【ふりかり用紙（Ⅴ-①-b）】は、回収しないでください。
配布・提示資料等　

※提示用：△は、グループに１～２部で可。配布資料は人数分)

事前配布：　添付ファイル「資料一覧_LINCSダム問題.xls」参照
【オリエンテーション資料(Ⅰ−①−a)、【ダムについて／概説(Ⅱ-①-a)】、

【ダムについて／主な論点（Ⅱ-②-a）】

参考資料△：　（入手可能なら必要に応じて使用・紹介）

安威川ダム建設事業の経過と現状（事業の経過）、
　推進側意見例：安威川ダム(ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ／大阪府)、安威川ダムニュース(VOL.11)
　反対側意見例：都市と自然各頁(参考)
実施時に配布

　【問題提起（Ⅲ①−a）】、【重要度選択シート（Ⅲ-②-a）】「ダムに関する十五の呪い」、
【十五の呪い概説（Ⅲ-②-b）】、【グループ課題（Ⅳ-①-b）】･【メモ】:当該テーマのみ、
【追記資料(利水機能縮小2005年8月) （Ⅳ-②-a）】、【参考資料（Ⅳ-②-b）】、
【ダム問題市民参加事例紹介（Ⅴ-①-a）】、

【個人の意見まとめ（Ⅵ-①-a）】／または【ふりかえり用紙（Ⅴ-①-b）】、
【出題者からのコメント（Ⅵ-②-a）】
実施時に提示
【十五の呪い課題Ⅰ（Ⅲ-③-a）】、【十五の呪い集計用紙（Ⅲ-③-b）】、

【結果記入シート(Ⅲ-③-c)】／全体で１枚、【十五の呪い課題Ⅱ（Ⅳ-①-a）】
プログラムの応用と展開

このプログラムは、重要度討議｢十五の呪い｣と項目別討議｢対案・提言作成｣が対になっており、両者を独立のプログラムとして使うこともできる。違うテーマの「新しい呪い」を立ち上げ、入れ替えて実施しても良い。また、団体などで、対象者が特定のテーマに関心が集中している場合は、該当する各論を実施後、重要度討議「十五の呪い」を行うのも良い。前後にワークを入れ、一連のプログラムとすることも可能である。その一例として、前に「自分の気になっていることや自分の関心のある社会問題について紹介する」、後ろに「各々の関心のある事をキーワードとして、十五の呪いで取り上げたキーワードとどのような関係があるかを考え、図示したりする」ワークを入れるなどできる。

展開として、対案作成後に違うメンバーでダムと対案との比較討論や重要度の再検討。実際にダムや予定地を訪れ、調査・フィールドワークやアセスメント等の意見参加のきっかけにしても良い。

なお、このプログラムは、ダム（問題）を理解するものというよりむしろ、ダムを初めてする大型公共事業が、他の環境問題や、様々な社会問題と、どのように関係するかを考えることを趣旨としている。ダム（問題）そのものを理解するワークとしては、ここで紹介した参考資料、行政等推進側意見例と、NGO等反対側意見例の両者を用意して、ダムの賛否の論点対照表作成をするワークショップを行うこともできる。さらに、関係する問題のリストアップ独自制作するワークにもできる。これらを用いて、同様に重要度選択、対案作成のワークに繋げるとより深みのあるワークになる。もちろん、考えた対案に近いものを探して、評価・検討するワークショップにも展開可能である。

「ダムを・ダムから考える　ムダな話？」を試したり、これをヒントにプログラムを開発・実施されたりされた方は、プロジェクト　リンクスまでレポート頂ければ幸いです。

フローチャート



Ⅳ．ワーク②　：「ダムに関する十五の呪い」（対案・提言作成）








①グループ討議


ジレンマなど問題を深め、対案・提言をつくる

















 ①重用度をメモ


《◎○△×など》


　【個人作業】














Ⅵ．ふりかえり・まとめ





②　発表





①問題定義





③重要度討議


（何が、どんな理由　で最重要か！）








Ⅰ．はじめに





Ⅱ．ダム問題概説：①基礎知識　②論点整理





Ⅲ．ワーク①　：「ダムに関する十五の呪い」（重要度討議）








結果記入：ワースト３を板書





最重要テーマ決定


１５＋α→１項目





複数グループの場合、話し合いたいテーマでグループを組み替えても良い。





小講義


(事例紹介)








－１－

